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ロ
ー
ル
し
な
い
�
私
ら
し
い
�
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を

学
び
ま
す
。�
こ
こ
ろ
の
ち
か
ら
�

を
発
揮
し
て
、
も
っ
と
自
分
を
好

き
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。企
画
・

運
営
は
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
の
会
。

　

▼
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午

１１

１８

後
１
時
半
〜
４
時
▼
会
場　

市
役

所
７
階
７
０
１
会
議

室
▼
講
師　

エ
ン
パ

ワ
ー
Ｙ
Ｏ
Ｕ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
の
岩
井

美
代
子
氏
▼
定
員　

先
着　

人
▼
参
加
費

３０

　

無
料

　

※
２
歳
〜
未
就
学

児
の
保
育
あ
り
。
申

し
込
み
時
に
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は　

月
１０

　

日
（
月
）
〜　

月

１６

１１

　

日
（
金
）
に
、
氏

１０

市

民

企

画

講

座

　
「
本
当
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
う

つ
も
り
で
は
な
か
っ
た
の
に
…
」

家
庭
で
、
職
場
で
、
地
域
で
、
そ

ん
な
思
い
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
自
分
も
相
手
も
尊
重

し
、
対
等
な
立
場
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
た
な
ら
…
。

　

ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
ネ
ス
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
は
、
自
己
尊
重
の
視
点

に
立
ち
、
だ
れ
か
ら
も
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
な
い
、
ま
た
コ
ン
ト

集
人
数　

４
人
（
書

類
選
考
の
上
、
決
定
）

▼
謝
金　

会
議
１
回

に
つ
き
１
０
０
０
円

▼
任
期　

２
年
間
▼

応
募
方
法　

応
募
の

動
機
を
８
０
０
字
程

度
に
ま
と
め
、
住
所

･
氏
名
･
年
齢
･
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
２
０
３－

８
５
５

５
、
市
役
所
生
活
文

化
課
あ
て
郵
送
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
を②

第　

号

を

発

行

３７

　

▼
発
行
日　

９
月　

日
▼
主
な

３０

内
容　

特
集
：
子
育
て
は
「
地
域

力
」
で
。
フ
ィ
フ
テ
ィ
２
が
考
え

る
「
子
育
て
の
地
域
力
の
輪
」
①

名
・
住
所
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク

ス
番
号
）
・
保
育
が
必
要
な
方
は

お
子
さ
ん
の
名
前
と
年
齢
を
記
入

の
上
、
フ
ァ
ク
ス
４
７
２
・
０
０

５
３
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

４
７
２
・
０
０
６
１
で
男
女
平
等

推
進
セ
ン
タ
ー
へ
（
火
曜
日
休

館
）
。

男
女
共
同
参
画
情
報
誌

「

と

き

め

き

」

①
編
集
委
員
を
募
集

　

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
「
わ
が
ま
ち
づ
く
り
」

に
、
情
報
誌
の
編
集
を
通
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

▼
内
容　

月
１
回
程
度
の
会
議

の
ほ
か
、
取
材
や
地
域
情
報
の
提

供
▼
応
募
資
格　
　

歳
以
上
の
市

２０

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
▼
募

　

今
年
も
恒
例
の
市
民
み
ん
な
の

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
展
示
・
即
売
等
、
楽

し
い
企
画
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
内
容
等
、
詳

細
は
広
報　

月
１

１１

日
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　

▼
日
時　
　

月　

日
（
土
）
が

１１

１１

正
午
〜
午
後
４
時
、　

日
（
日
）

１２

が
午
前　

時
〜
午
後
４
時
▼
会
場

１０

　

東
久
留
米
駅
西
口
〜
市
役
所
庁

舎
の
「
ま
ろ
に
え
富
士
見
通
り
」

と
市
民
プ
ラ
ザ
、
西
口
北
公
園

　

※
当
日
は
か
な
り
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
歩
行
者
天

第　

回
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り

２７

 
「
農
業
祭
・
商
工
祭
」

　

月　

日（
土
）・　

日（
日
）に
開
催

１１

１１

１２

国
と
な
り
ま
す
の
で
、
自
動
車
･

自
転
車
等
の
乗
り
入
れ
は
で
き
ま

せ
ん
。
会
場
へ
は
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
農
政
係

�
４
７
０
・
７
７
４
３
へ

お
ば
ち
ゃ
ん
力
に
助
け
ら
れ
②
児

童
防
犯
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
③
子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
活
動

（
児
童
セ
ン
タ
ー
ひ
ば
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
）▽
ト
ッ

プ
･
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

池
田
武
志

氏
、
池
田
周
氏
（
東
京
チ
ャ
タ
ー

ズ
主
宰
）「
腹
話
術
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
▽
情
報
ホ
ッ
ト
･

ラ
イ
ン　

男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
図
書
の
紹
介
と
講
座
案
内
▽

気
に
な
る
ワ
ー
ド　
「
モ
ラ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
」
▽
同
セ
ン
タ
ー
の

利
用
･
相
談
案
内
▼
配
布
場
所　

同
セ
ン
タ
ー
（
本
町
３
ノ
９
ノ
１

ノ
１
０
２
）、
市
民
プ
ラ
ザ
の
ほ
か
、

市
内
公
共
施
設
、
金
融
機
関
の
窓

口
等

　

詳
し
く
は
同
課
�
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
フ
テ
ィ
２

情
報

自
分
ら
し
さ
を
も
っ
と

大
切
に
し
ま
さ
ん
か
？

〜
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
の
す
す
め
〜

◆男女平等推進センターメールアドレス
fifty2@higashikurume-city.jp

　「リバーサイド歩（ある）くるめ」は、市民の皆さんと市と協

働して進める“わくわく健康プラン東くるめ”のお宝プランです。

多くの皆さんに「歩く楽しさを知ってほしい」という熱い思いを

持った２５人のメンバーが知恵を出し合い、“思わず歩きたくなる”

魅力ある情報の第１弾として、このマップを作りました。

　作成に当たっては何度もコースを歩き、カルガモや草花などの

見どころスポットを集めました。ぜひ、マップ片手に一度散策を

してみてください。新しい発見がきっとあるはずです。

　マップは未完成です。今後も皆さんから多くの情報を寄せてい

ただいて歩きたくなる情報を発信していきます。

　詳しくは健康課�４７７・００２２へ。

昔の東久留米の青年は、こん

な重い石（１６９kg）を持ち上げ

ることができたんだ。すごいな。頼もしい

な。２１世紀の今、「われこそは」と思う方は

いるでしょうか。

力石

天神社は、もとは稲荷と天神の

二神を祀(まつ)る「相社」でし

た。「風土記稿」にも「稲荷天神

相社」と記されています。すぐ

横を流れる黒目川の上流は東京

の名湧（ゆう）水５７選の一つ。柔ら

かな水音を聞かせてくれます。

天神社

まさに幻。小平霊園の中にあるこ

の窪は、黒目川の原点といわれま

すが、数年に一度前ぶれも無く水

がわき出てきます。雑木林が見せ

る四季折々の装いとゆったりと広

がる芝生は魅力的です。

さいかち窪

落合川と黒目川の野鳥たち

野草園
武蔵野の面影を残す２００余り

の野草が、四季折々に花を咲

かせて迎えてくれます。

天台宗の名刹（めいさつ）

で、四季折々の花が見ら

れます。鐘楼が見事。山門の筋骨隆々の大

仁王さん。この鋭い目でにらまれたら背筋

がピンと伸びますよ。

大円寺

ウオーキング健康術 ： 最近大注目のメタボリックシ
ンドロームと認知症。予防法にはだれもが注目するとこ

ろです。最新の研究から「歩く」ことで予防できること

が明らかになっています。ただし、歩き方に一工夫。　そのポイントは…。

　　①頻度：週３回以上、１日当たり合計３０分以上（１０分を３回でも、まずは可）

　　②速度：少し息が切れる（話ができる程度）

　　③歩き方：歩幅を広げる（身長マイナス１００㎝）

　　④その他：コースや距離にバラエティを持たせる

　以上のポイントを押さえて歩くと、効果的に脂肪が燃焼するだけでなく、太もも

などの筋肉に刺激を与えることもでき、脳の活性化にも効果抜群です。

健康コラム

散歩の途中にちょっと立ち寄り、

竹林の中に入ると身も心も癒

（いや）されます。東京の名湧

（ゆう）水５７選、新東京百景の一

つにも選出されています。

竹林公園

　落合川と黒目川のリバーサイドは見どころ豊富です。四季折々に
まったく別の表情を見せてくれるので、年間を通して散策を楽しむ

ことができます。最近、落合川では、神明橋まで遊歩道が延長され、水生公園も整備されま

した。黒目川では、久留米西団地に隣接して、しんやま親水広場が誕生しました。２つの河

川の合流地点から、落合川では神明橋までの区間（約３㎞）、黒目川では都大橋までの区間

（約４㎞）と宮裏橋～柳橋の「しんやま親水広場」の約１㎞にかけて、それぞれ散歩道が整備

され、多くの方が訪れる人気スポットになっています。

　地図上にある「お団子」は、消費カロリーの目安です。お団子１本は約１００kcalに相当す

るので、元気良く約２㎞（２５分程度）歩くと１本を食べることができる計算になります。花

コース紹介

より団子と言わず、花も団子も同時に楽し

んでください。歩くことは元気の源です。

◆生活文化課メールアドレス
seikatsubunka@city.higashikurume.lg.jp

リバーサイド歩くるめ

ちょっと 寄り道 散歩道

オープンは今年５月というできたてホヤホ

ヤの親水広場。春には見事な桜が、夏には水

遊びする子どもたちの歓声が川面を彩って

います。

しんやま親水広場

黒目川の両側に立ち並ぶ桜は

満開時期にはピンクに染まり

ます。咲く花も、散る花もまさに絶景です。ま

た、紅葉の並木も素晴らしいものがあります。

桜並木

湧（ゆう）水の多い落合川には、冬場多くのカ

モ類が集まります。オナガガモ、コガモ、ハシ

ビロガモ、マガモ、留鳥のカルガモなど。また、

フェンスにはモズが餌（えさ）を狙っていた

り、セキレイが水面近くで舞っていたりしま

す。きれいになった黒目川にもコサギが群れ

て集まっているのも見ることができます。

　　　　
　　　　　は、およそ
　　　　　１００ kcal＝２km＝２５分
　　　　　だよ！

　　　は、1３
 
分ぐらいかなあ

　例えば、だんご１本は約１００kcalな
ので、黒目川と落合川の合流点から曲
橋まで歩くと、その分を消費すること
ができます。

み
た
ら
し
だ
ん
ご

協力：東久留米市体育指導委員会

　

◆ 
フ
ラ
ダ
ン
ス（
プ
ア
ア
ヒ
ヒ
フ
ラ

サ
ー
ク
ル
）　

毎
月
第
１
〜
３
水
曜
日

の
午
後
１
時
〜
２
時
半
、
中
央
町
地
区

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。　

月
は　

日

１０

２５

（
水
）。
無
料
体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
明

石
（
あ
か
し
）
�
０
９
０
・
１
２
０

６
・
５
８
６
２
へ
。

　

◆
手
あ
み
（
毛
糸
だ
ま
）　

月
４
回
、

水
曜
日
の
午
前
９
時
半
〜
午
後
零
時

半
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
４
０
０
０
円
。
個
人
指
導
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
石
井
�
４
７
３
・

２
７
１
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
歌
謡
吟
詠
サ
ロ
ン　

毎
月
第
４
金
曜
日
の
午
後
２
時
〜
４

時
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。
入
会
金
１

０
０
０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
。
初

心
者
、
男
性
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳
し

く
は
宇
佐
田
�
４
７
３
・
７
３
０
３
へ
。

　

◆
軽
く
描
く
水
彩
画
と
色
鉛
筆
画

の
会　

毎
月
第
１
・
第
３
金
曜
日
の
午

前　

時
半
〜
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。

１０
入
会
金
３
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０

０
円
。
詳
し
く
は
村
田
�
４
７
７
・
０

４
４
２
へ
。

　

◆
手
あ
み　
　

月
か
ら
月
４
回
、
月

１１

曜
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、
商

工
会
館
で
。
会
費
月
３
５
０
０
円
。
作

品
は
自
由
。
詳
し
く
は
大
場
�
４
７

４
・
６
８
０
８
へ
。

　

◆
詩
吟
神
聖
（
し
ん
せ
い
）
流　

毎

月
第
１
〜
第
３
金
曜
日
の
午
前　

時
１０

〜
正
午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
２
５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
七
井（
な
な
い
）

�
４
７
１
・
２
８
０
４
へ
。

　

◆
大
東
流
合
気
柔
術　

毎
週
、
土
曜

日
の
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
が
南
沢

会
館
（
本
町
四
丁
目
、
多
門
寺
）、
日

曜
日
の
午
後
４
時
半
〜
６
時
半
が
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
①
小
学

４
年
生
以
上
の
生
徒
・
学
生
と
女
性
が

１
０
０
０
円
、
②
①
を
除
い
た
大
人
が

３
０
０
０
円
、
会
費
月
①
が
１
０
０
０

円
、
②
が
３
０
０
０
円
。
小
学
４
年
生

以
上
。
健
康
増
進
の
た
め
に
。
詳
し
く

は
宮
田
�
４
７
３
・
１
９
５
７
へ
。

　

◆
合
気
道
七
曜
（
し
ち
よ
う
）
会　

毎
週
、
①
水
曜
日
の
午
前
９
時
半
か
ら

②
金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
③
日
曜

日
の
午
後
２
時
か
ら
、
い
ず
れ
も
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
４
０
０

０
円
、
会
費
月
４
０
０
０
円
。
中
高
年

の
方
、
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は
阿
部

�
０
８
０
・
５
０
０
８
・
９
１
４
４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
サ
ー
ク
ル
「
シ
オ

ン
」）　

月
３
回
、
土
曜
日
の
午
後
１
時

半
〜
４
時
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０

０
円
。
多
少
経
験
の
あ
る
方
。
現
役
女

性
プ
ロ
に
よ
る
指
導
。
詳
し
く
は
谷
村

�
４
６
４
・
６
５
１
７
へ
。

　

◆
吟
詠
（
翠
鳳
〈
す
い
ほ
う
〉
会
）

　

原
則
毎
月
、
第
１
・
第
３
水
曜
日
、

中
央
公
民
館
で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。

基
礎
か
ら
専
門
技
術
を
習
得
。
初
心
者

歓
迎
。
詳
し
く
は
斉
藤
�
４
７
８
・
１

９
６
６
へ
。

　

◆
琴
伝
流
大
正
琴
和
（
な
ご
み
）
会

　

主
に
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
前　
１０

時
〜
正
午
、
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
無
料
体
験
あ
り
。

見
学
自
由
。
詳
し
く
は
安
中
（
あ
ん
な

か
）
�
４
７
２
・
５
２
４
３
へ
。

　

◆
こ
ど
も
空
手
（
大
道
塾
）　

毎
週

金
曜
日
の
午
後
６
時
〜
７
時
半
、
わ
く

わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
入
会
金
７
０
０

０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
。
体
力
に

応
じ
た
技
術
指
導
。
詳
し
く
は
小
松
�

０
９
０
・
４
２
４
６
・
８
１
２
５
へ
。

　

◆
早
朝
ラ
ジ
オ
体
操
（
下
谷
公
園
体

操
会
）　

毎
朝
午
前
６
時
５
分
〜
６
時

　

分
、
大
門
中
学
校
校
庭
で
。
ス
ト

４０レ
ッ
チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国
体
操
。

見
学
自
由
。
会
費
年
１
０
０
０
円
。
詳

し
く
は
池
浦
�
０
９
０
・
８
７
７
９
・

０
３
３
４
へ
。

　

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
久
留
米
第

１
団　

月
１
・
２
回
、
土
曜
日
ま
た
は

日
曜
日
、
多
門
寺
（
本
町
四
丁
目
）
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
（
制
服
代
、
年
会

費
別
）。
５
歳
児
〜
小
学
５
年
生
。
詳

し
く
は
呉
（
ご
う
）
�
０
９
０
・
１
８

１
４
・
３
３
７
７
へ
。

　

◆
太
極
拳
・
気
功
・
回
春
保
健
操
・

養
命
操
ほ
か
（
仙
鶴
〈
シ
ェ
ン
ホ
ア
〉）

　

毎
週
金
曜
日
の
午
前
９
時
〜　

時
１１

（
２
部
制
）、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
年
５
０
０
０
円
お
よ
び
月
２
５

０
０
円
。
太
極
拳
は　

式
と　

式
。
詳

２４

３２

し
く
は
板
橋
�
４
７
３
・
４
０
４
０
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
（
さ
つ
き
会
）　

月
４

回
、
火
曜
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９

時
半
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。
見
学

歓
迎
。
詳
し
く
は
茂
木
（
も
ぎ
）
�
４

７
３
・
２
１
０
６
へ
。

　

◆
居
合
道
（
土
佐
直
伝
英
信
流
）　

毎
週
火
曜
日
の
午
後
６
時　

分
〜
８

２０

時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
２
５
０
０
円
。

　

歳
以
上
の
方
。
詳
し
く
は
下
山
�
４

１６２
２
・
６
０
３
４
へ
。

　

◆
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
・
レ
ト
ロ
音

楽
を
歌
う
会
（
ス
マ
イ
ル
成
美
）　

毎

月
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
可
。
詳
し

く
は
関
�
４
７
２
・
７
２
２
２
へ
。

　

◆
作
品
展
「
風
の
よ
う
に
」（
パ
ス

テ
ル
絵
画
ク
ラ
ブ
）　　

月
１
日
（
水
）

１１

〜
５
日
（
日
）
午
前　

時
半
〜
午
後
６

１０

時
半
（
１
日
は
正
午
か
ら
、
５
日
は
午

後
５
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５
で
。

入
場
無
料
。
詳
し
く
は
建
石
（
た
て
い

し
）
�
０
９
０
・
７
６
３
９
・
３
５
７

７
へ
。

　

◆
マ
ザ
ア
ス
秋
光
祭
（
マ
ザ
ア
ス
東

久
留
米
・
マ
ザ
ア
ス
氷
川
台
）　　

月
１０

　

日
（
水
）
〜　

日
（
火
）
午
前　

時

２５

３１

１０

〜
午
後
４
時
、
マ
ザ
ア
ス
東
久
留
米

（
氷
川
台
二
丁
目
）
で
。
入
場
無
料
。

変
わ
り
ま
し
た
秋
光
祭
〜
マ
ザ
ア
ス

が
支
え
ま
す
生
き
生
き
と
し
た
老
後
。

詳
し
く
は
同
実
行
委
員
会
�
４
７
７
・

７
２
６
１
へ
。

　

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
記
念
「
虹
色
の
贈

り
も
の
」（
南
沢
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
子
ど

も
園
を
育
て
る
会
）　　

月　

日
（
日
）

１０

２２

午
前　

時
〜
午
後
２
時
半
（
ギ
ャ
ラ

１０

リ
ー
は
午
前　

時
か
ら
）、
成
美
教
育

１１

文
化
会
館
で
。
手
仕
事
品
、パ
ン
・
ク
ッ

キ
ー
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
人
形

劇
、
講
座
。
詳
し
く
は
白
糸
（
い
ら
い

と
）
�
４
７
０
・
０
８
４
３
へ
。

　

◆
こ
ぶ
し
祭
り
（
ラ
イ
フ
パ
ー
ト

ナ
ー
こ
ぶ
し
）　　

月　

日
（
土
）
午

１０

２８

前　

時　

分
〜
午
後
３
時
、
ラ
ー
フ

１０

４５

パ
ー
ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
（
氷
川
台
二
丁

目
）
で
。
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー
ム
、

腹
話
術
、
こ
ぶ
し
空
手
披
露
ほ
か
。
詳

し
く
は
同
団
体
・
疋
田
（
ひ
き
だ
）
�

４
７
０
・
２
３
８
５
へ
。

　

◆
た
ん
ぽ
ぽ
バ
ザ
ー
（
ひ
ば
り
が
丘

団
地
自
治
会
た
ん
ぽ
ぽ
幼
児
教
室
）　

　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
２

１０

２９

１１

時
、
ひ
ば
り
が
丘
団
地
児
童
公
園
（
西

東
京
市
ひ
ば
り
が
丘
三
丁
目
）
で
。
雨

天
時
は
園
舎
で
。
新
品
・
中
古
衣
料
、

雑
貨
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
ほ
か
。
詳
し

く
は
南
�
４
６
１
・
０
０
４
０
へ
。

　

◆
人
形
劇
「
こ
ぎ
つ
ね
コ
ン
と
こ
だ

ぬ
き
ポ
ン
」（
ま
え
さ
わ
保
育
園
父
母

会
）　　

月　

日
（
日
）
午
前
９
時
半

１０

２９

か
ら
と
午
前　

時
か
ら
の
２
回
、
ま
え

１１

さ
わ
保
育
園
ホ
ー
ル
で
。
入
場
無
料
。

地
域
の
方
も
お
気
軽
に
。
詳
し
く
は

佐
々
木
�
４
７
３
・
７
９
１
４
へ
。

　

◆
文
化
講
演
会
（
西
部
九
〈
き
ゅ

う
〉
条
の
会
）　　

月　

日
（
土
）
午

１０

２８

後
２
時
〜
４
時
、
わ
く
わ
く
健
康
プ

ラ
ザ
で
。
入
場
無
料
。
内
容
は
「
天

使
の
ピ
ア
ノ
〜
石
井
筆
子
の
生
涯
」

で
伝
え
た
い
こ
と
。
詳
し
く
は
大
谷

�
４
７
４
・
６
２
３
８
へ
。

　

◆
小
児
科
医
・
山
田
真
さ
ん
講
演
会

（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ェ
ー
ブ
）　　
１０

月　

日（
日
）午
後
２
時
か
ら
、ひ
ば
り

２９
保
育
園
で
。入
場
無
料
。詳
し
く
は
炭

田（
す
み
た
）�
４
５
８
・
６
１
４
３
へ
。

　

◆
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉ
ｎ

東
久
留
米
（
東
久
留
米
の
育
児
応
援

マ
ッ
プ
を
作
る
会
）　　

月
４
日
（
土
）

１１

午
前　

時
〜
午
後
３
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

１０

で
。
入
場
無
料
（
一
部
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
有
料
）。
妊
娠
中
〜
子
育
て
中
の

家
族
、
地
域
の
方
を
対
象
と
し
た
参
加

型
イ
ベ
ン
ト
。
詳
し
く
は
斉
藤
�
０
９

０
・
３
５
９
２
・
３
８
７
９
へ
。

　

◆
ミ
ュ
ー
ト
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〜
カ

ン
ツ
ォ
ー
ネ
と
オ
ペ
ラ
の
夕
べ

（
ミ
ュ
ー
ト
ス
）　　

月　

日
（
土
）
午

１０

２１

後
６
時
半
開
演
（
６
時
開
場
）、
成
美

教
育
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。

３
歳
〜
小
学
生
が
１
０
０
０
円
、
中
学

生
以
上
が
２
０
０
０
円
、
介
助
同
伴
ペ

ア
が
３
０
０
０
円
。
午
後
６
時
〜
９
時

に
障
が
い
者
作
品
展
を
同
時
開
催
。
詳

し
く
は
田
中
�
４
５
８
・
５
１
１
４
へ
。

　

◆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
か
ら
の
デ
ッ

サ
ン
技
法
セ
ミ
ナ
ー
（
工
房
フ
ラ
ン
ド

ル
）　　

月
３
日
（
祝
）
〜
５
日
（
日
）

１１

午
前　

時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４

１０

時
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
参
加
費

３
５
０
０
円
。
ベ
ル
ギ
ー
在
住
の
画
家

五
味
政
明
氏
に
よ
る
実
技
講
習
。
詳
し

く
は
中
村
�
４
７
２
・
１
３
９
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
（
東
久
留
米
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
）　　

月　

日（
日
）〜　

月

１１

１２

１２

　

日（
日
）、市
内
中
学
校
・
高
校
校
庭
で

２４開
催
。
協
会
加
盟
費
１
万
５
０
０
０
円
。

大
会
参
加
費
１
万
円
。
社
会
人
で
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
。　

月
３
日
（
祝
）
ま

１１

で
に
申
し
込
み
を
。
詳
し
く
は
奈
良
�

０
９
０
・
９
３
３
２
・
９
５
８
０
へ
。

合

流

点
―

黒

目

橋

―

神
山
大
橋

―

門
前
大
橋

―

弁
天
堀
橋

―

曲

橋

 
そ　
の　
他 

 
催　
　

し 

 
会
員
募
集 

南沢水辺公園
氷川神社、南沢湧（ゆう）水（東

京の名湧水５７選）のそば。散歩

の途中の休みどころ。水飲み場

とトイレが設置されています。

園内の掲示板の説明が月替わ

りで、大人が見ても楽しめます。

氷川神社（周辺）
湧（ゆう）水の守護神。昨年奉納さ

れた南沢獅子舞は、江戸時代からの

伝統芸能です。４年に１度奉納され

ます。


